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農林水産省気候変動適応計画の概要 【山地災害、治山・林道施設】

影
響

対策の実施、研究開発等

【山地災害の発生リスクの増加】

○ 「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」等に基づき

治山対策及び森林整備を推進

○ 集中豪雨発生頻度の増加を考慮した林道施設の整備

【河川氾濫など災害の発生形態の変化への対応】

○ 「流域治水」の取組と連携し、河川上流域等での森林の整備・保全

の取組を推進

○ 流木捕捉式ダムの設置や根系等の発達を促す間伐等の森林整備、

渓流域での危険木の伐採、渓流生態系にも配慮した林相転換等によ

る流木災害リスクの軽減

○ きめ細かな治山ダムの配置などによる土砂流出の抑制

【高潮、高波、津波によるリスクの増加】

○ 津波・風害の防備のための海岸防災林等の整備強化

【研究開発等】

○ レーザ測量などを活用し山地災害が発生する危険の高い地区の把

握精度の向上に向けた検討

○ 災害リスクに対応するための施設整備や森林の防災・減災機能を

活用した森林管理についての検討

取
組

＜現状＞

○ 線状降水帯の形成等による集中豪雨が、同時多発的な表層
崩壊や土石流を誘発

○ 崩壊土砂が、渓流周辺の立木や土砂を巻き込みながら流下
し、大量の流木が発生するといった流木災害が頻発化

＜将来予測＞

○ 気候変動にともなう大雨の頻度増加、局地的な大雨の増加に
よる山腹斜面の同時多発的な崩壊や土石流の増加

○ 高潮、高波、津波による被災リスクや海岸の浸食傾向が増加

 1時間降水量50mm以上の年間発生回数  集中豪雨による激甚な山
地災害の発生

平成29年7月
九州北部豪雨

（福岡県）
出典：気象庁HP

・同時多発的な崩壊の発生

・激甚な流木災害の発生

平成30年7月豪雨
（広島県）

 不確実性を考慮した1/25 年確率
の高潮の将来変化予測

 斜面崩壊発生確率（2081～2100）

※本モデルは、一地域の降雨状況と災害実績に基づき作
成されたもので、今後広域に対する降雨状況と災害実績
の検証を行う必要がある。

出典：気候変動の観測・予測及び影響評価
統合レポート2018

※発生確率が1/25 年（毎年4%）の高潮偏差（高潮による海面の上
昇・下降）

出典：気候変動の観測・予測及び影響評価
統合レポート2018
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農林水産省気候変動適応計画の概要 【人工林】

影
響

＜現状＞
○ 一部の地域で大気の乾燥化による水ストレスが増大し、スギ林が衰

退しているとの報告あり

〇 気温が高いと森林病害虫の危険度が高くなる等の報告あり
※気温以外の要因も被害に影響を与えうるため、現状における影響に関して

慎重な検証が必要

＜将来予測＞
○ 降水量の少ない地域でスギ人工林の脆弱性が増加する

可能性がある

○ 森林病害虫の分布が拡大すると予測するなどの研究事
例がある

研究開発 対策の実施

○ 林業を対象とした気候変動影響予測と適応策の評価
○ 森林被害のモニタリングを継続

○ 主要造林樹種について産地が異なる種苗の広域での植栽試験
の推進による造林木の適応性評価

○ 森林病害虫等の蔓延を防止するため、森林病害虫等防除法に基
づき、都道府県等と連携しながら防除を継続して実施

取
組

気候変動が森林及び林業分野に与える影響についての調査・研究が必要

気候変動に対応した
品種開発の推進

乾燥により枯れたスギ
気温上昇や乾燥、気象害による樹
木の成長低下や枯死

人工林成長の長期モニタリング

マツノザイセンチュウを媒介する
マツノマダラカミキリ

高緯度、高標高など従来松くい虫被
害が見られなかった地域での発生

感染の予防（薬剤散布） 伐倒駆除（くん蒸処理）

松くい虫被害対策マツ材線虫病モニタリング調査地
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農林水産省気候変動適応計画の概要 【天然林】

影
響

＜現状＞

〇 気温上昇の影響により、落葉広葉樹が常緑広
葉樹に置き換わった可能性が高い箇所がある

取
組

対策の実施

○ 国有林野の「保護林」や「緑の回廊」における継続的なモニタ

リング調査等を通じた適切な保全・管理を推進

＜将来予測＞
○ 分布領域が冷温帯の種で減少し、暖温帯の種で拡大するもの

があるとの報告がある

気温が現在より4.9℃上昇した場合（C)、2.9℃上昇した場合（D)の
いずれの場合も、2081～2100年のブナの分布確率は減少

■ブナ林の分布予測モデル

出典：森林総合研究所

緑の回廊に出現したツキノワグマ

筑波山における暖温帯常緑広葉樹林帯の上限
標高は過去100年間に147m上昇（※）

出典：森林総合研究所

■常緑広葉樹林の潜在的な垂直分布の上限

（年）

標
高

（
ｍ

）

※過去１００年間の気候データを用いて常緑広葉樹の分布限界標高を推計

適切な保護・管理をしている保護林
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農林水産省気候変動適応計画の概要 【特用林産物（きのこ類等）】

影
響

＜現状＞
○ 夏場の気温上昇による病原菌の発生や

しい たけの子実体（きのこ）の発生量の減少

＜将来予測＞
○ 夏場の気温上昇による病原菌の発生やしいたけの子実体

（きのこ）の発生量の減少
○ 冬場の気温上昇による原木栽培への影響

影響把握 研究開発

○ 病原菌による被害状況や感染経路の推定

○ 害虫であるキノコバエの被害発生状況

○ 夏場の高温環境での収穫量

○ 病原菌等の発生や収穫量等に関するデータの蓄積を促進

○ ほだ場内の温度上昇を抑える栽培手法を検討

○ 温暖化に適応したしいたけの栽培技術や品種等の開発・実証・普

及 を促進
取
組

病原菌に感染したほだ木

■九州でのﾋﾎﾟｸﾚｱ属菌による被害報告が増加

出典：森林総合研究所 九州支所

■夏場の温度処理のしいたけ栽培への影響

垂線：標準偏差、＊収穫量：乾燥重量（ｇ） 出典：森林総合研究所 九州支所

接種２年目の高温下にある試験区でしいたけ収穫量が減少
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